
 

開催日時：平成２２年４月２５日（日曜日）  

午前１１時～ （雨天決行） 
開催場所：バーベキューコーナー＆メイン桟橋付近 

参加費：未定 

  

春、ヨットシーズンの到来です。ゴールデンウィークを目前

に控え、ヨットライフが安全で有意義なものとなるよう、 

今年も恒例の祈願祭を開催いたします。 

祈願祭後、天候がよければ合同湾内クルーズも予定して

おります。 

 皆様お誘いあわせの上、ご参加下さい。 

 
 

 
 

 
日 時  ： 平成２２年４月２４日（土） 午後６時～ 

会 場  ： 志摩ヨットハーバー クラブハウス＆バルコニー 

参加費 ： 無料 （各艇から屋台料理を出品していただきます） 

１枚 100 円のチップを販売します。チップ１枚で屋台料理、飲み物と交換します。 

（残ったチップは、パーティー終了後に換金させていただきますので、ご安心ください。） 

毎年恒例の前夜祭。今年も有志の出店を募集します。和・洋・中・デザート

等、なんでもＯＫ！出店にご協力いただける方はフロントまでご連絡下さい。 

素敵な音楽もご用意いたします。ぜひお誘いあわせの上、ご参加下さい。 
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【昨年も大盛況の屋台でした】 

【ＪＡＺＺユニットの塚本シスターズを迎えて 
みんなでダンシング♪】 

【２００９年 祈願祭 
        暖かい１日になりました】 



 
 

 
《１月１日》 
少し雲にかかりましたが、黄金の初日の出を今年も見ることができました。 
前日からの悪天候で、当日は寒い朝でした。 
 

 
《１月２日》 
恒例の新春もちつき大会。多くのメンバー、クルー、ゲストの方で賑わいました。 
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２月６日（土）、７日（日）と長野県の志賀高原サンバレ

ースキー場でメンバー総勢２８名が参加してスキーツ

アーが行われました。 
初日は生憎の吹雪で寒いし視界が悪いしで非常に悪

いコンディションでした。 
そんな中、頑張ってすべる人や早めに切り上げて温

泉につかってのんびりする人などなどそれぞれ楽しみ

ました。 
食事・宴会タイムでは十八番の歌やダンスタイムなど

大いに盛り上がりさらなる英気を養って翌日のスキー

に備えました。 
２日目は天候も回復し、前日積もったふわっとした新雪を蹴散らせとても気持ちよくスキーが出来ました。 
参加された皆様ありがとうございました。                              《清水 次人》 
 

 

 
 
開催日時：平成２２年１月１６日（土曜日） 午後６時～  
 
少しドレスアップした装いで今年の新年会は３０名余り

の方々にご参加いただきました。テーブルには、豪快

なマグロの兜焼きなどが並び、グラスを片手に乾杯。 
お腹も少し満たされたところで、各艇、今年の目標や

予定を発表していきました。 
 引き続いて第３土曜日のイベント、サンサタナイトが

開催され、大いに盛り上がりました。 
メンバー同士の交流という形でこのようなパーティーが開かれるというのは 
本当に有意義なものになるかと思います。 
 クルージング予定など、経験談をきくのも楽しいものです。 
今年が皆様にとって充実した素晴らしい年でありますように。 

 
 
 
 

毎月第３土曜の夜は、お酒と素敵な音楽の夜。 
ハーバーには、素晴らしいプレイヤーがたくさんいます。 
みんなで集い、音楽と共に交流を深めるそんな場所。 
暗闇に浮かぶヨットを眺めながら、心地よい調べに良い

ながらお酒を傾ける。そんな空間はいかがですか。 
毎回素晴らしいバンドを迎え、時には飛び込みでセッシ

ョン。たまにプロのミュージシャンをゲストに迎えます。 
サンサタナイトへぜひ、お越し下さい。 
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【ホテル前で・・・吹雪いてますね・・・】 



 

ＶＯＣ主催レース結果＆予定 
 

１月度ポイントレース 

開催日： 平成２２年１月１７日（日曜日）  コース：五ヶ所湾内 
 

 

２月度ポイントレース 
開催日： 平成２２年２月２１日（日曜日）   コース：五ヶ所湾内 

 

 

 

 

着順 艇名 スキッパー ＴＳＦ 所要時間 修正時間(Ｓ) 順位 
１ パレオ（Ｊ２４） 金森 由朗 0.8174 1h 34m 45s ４５０８ １ 
２ シーファーラーⅢ 春日井 清雄 0.9375 1h 35m 07s ５１３８ ３ 
３ 風小町 佐野 康夫 0.8759 1h 47m 45s ５３８３ ４ 
４ Ｃ＆Ｆ（Ｊ２４） 吉岡 俊二 0.8054 1h 48m 36s ５０４０ ２ 
５ アサマ 古川 知彦 0.8847 2h 22m 53s ７３５７ ５ 

着順 艇名 スキッパー ＴＳＦ 所要時間 修正時間(Ｓ) 順位 
１ カスミ－Ⅶ 田中 匠 0.9516 1h 25m 01s ４５６７ ２ 

２ シーファーラーⅢ 春日井 清雄 0.9375 1h 30m 04s ４８６５ ５ 

３ パレオ（Ｊ２４） 金森 由朗 0.8174 1h 33m 21s ４４４１ １ 

４ ＳＷＡＬＬＯＷ 松崎 博信 0.8119 1h 37m 44s ４６１８ ４ 

５ Ｃ＆Ｆ 吉岡 俊二 0.8054 1h 39m 21s ４６１０ ３ 

ＯＰＥＮ ドラムビート   1h 19m 08s   
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４月度ポイントレース 
 

開催日：平成２２年４月１８日（日曜日） 
艇長会議：午前８時３０分   

スタート：午前１０時００分 

出艇料：３，０００円／艇  

乗員参加料：２，０００／名 

コース：五ヶ所湾内 

 

３月度ポイントレース 
 

開催日：平成２２年３月２１日（日曜日） 
艇長会議：午前８時３０分   

スタート：午前１０時００分 

出艇料：３，０００円／艇  

乗員参加料：２，０００／名 

コース：五ヶ所湾内 



 

 
～榊副理事長よりのお誘い～ 

 
開催日：平成２２年３月２１日（日曜日） 
今年の桜は前年より早いようです。 
そこで３月の３連休中日、２１日の夕刻より（ポイントレースパーティー終了後 １６時頃より）プールサイ

ドの芝生の上で料理・飲料持ち寄りの花見をしませんか？当日はライトアップされます。 
雨天及び寒い場合は、ほぼ

・ ・

リニューアルされたゴールデン・クラウン号のサロンに集まりたいと思って

います。 
桜が間に合わない場合は、ごめんなさいですが皆で楽しみましょう。 

 

 
 

Vol．No.63-5 
 

５・６月イベント予定 
・５月下旬及び６月初旬に、合同クルージングを予定しています。 

おすすめの泊地や行ってみたい場所などご要望がありましたら、ハーバーまでご連絡下さい。 

・６月下旬には恒例のＶＯＣゴルフ大会を予定しています。 

 今回も豪華賞品を考え中。場所はいつもの浜島ＣＣです。 

 

詳細、開催日は未定。次回クラブレターにてお知らせいたしますのでよろしくお願いします。 



 

平成２２年度第１回ＶＯＣ理事会議事録 
 

日   時  平成２２年２月２０日（土）午後６時３０分～午後７時４０分 

場   所  志摩ヨットハーバー クラブハウス会議室 

出 席 者  千葉 喜英理事長、榊 宏之副理事長、吉岡 俊二、金森 由朗、山崎 勲、前田 倫明、

清水 次人各理事 

委任状出席  遠山 隆重副理事長、宮崎 正剛、古川 知彦各理事 

オブザーバー 春日井 清雄運営委員 
     
開会に際して事務局より出席理事７名、委任状提出３名あり、会則に則り成立する旨報告された。引き

続き、千葉理事長の進行により下記議題に基づいて審議された。また、議事録署名人として、榊副理

事長、吉岡理事が指名された。 
 

第１号議案 行事企画の件 
   ①「ハーバー開き」（4月 24、25日） 

24日の前夜祭は音楽の集いの出演者交渉を春日井委員にお願いする。また屋台形式の出店を

呼びかける。25日は神事+行事を実施。午後は可能ならクルージングを行う。 

②その他 
5月最終か 6月第一土日に合同クルージングを企画する。（候補地：英虞湾） 

 
第２号議案 宿泊棟に関して 

ハーバー内宿泊棟の現在の情況について説明があり、老朽化しているため、将来的には取り壊し、

会員向け施設を作るという会社の意向が伝えられた。また、現在の賃借人への代替宿泊施設提

供の際、他の会員に対し不公平にならないような配慮をするように会社へ要求があった。 
 
第３号議案 ㈱志摩ヨットハーバー１月度決算報告 

月次決算書に基づき報告された。現金預金は昨年同期並みにあり、今後のキャッシュフローには

問題がない点、また売り上げは昨年はイレギュラーな船の事故の修理があったため、昨年比少な

くなっているが、経費が少なくなっているため利益では改善されている点が伝えられた。 
 
第４号議案 国際ＶＨＦ無線の普及に関して        

㈱志摩ヨットハーバーが会員の方々へ国際ＶＨＦハンディ無線機の斡旋を行い、また免許不所持

者には、取得のための情報を提供することになった。ハンディ機のメリットとして、開局申請が安価

（7100円）である点や定期検査が不要なことが上げられる。また、クラブとしてもレースや合同ク
ルージングなどで使用促進したいとの声もあった。据え置き型希望に関しては、個別に対応してい

くことになる。基地局としてハーバーが機能できるかも確認する予定である。 
 
第５号議案 その他 
①オリジナルグッヅの件 
帽子やポロのデザイン案について提示があった。帽子は国際信号旗をモチーフとしたマークに決

定。その他エンブレムやポロのデザインに関しては雛形作成の後再度検討することになった。 
②ゴールデンクラウン利用の運用基準案 
ゴールデンクラウン号を、集まりなどの会場として利用する場合の「運用基準」について検討した。

基本は、申し込んだ会員が責任を持って使用することにし、掃除も使った人間がすることで、当面

無償で利用できるようにする方向で決まった。ただし、会社が営業活動として使用する場合はそれ

を優先する旨も了承された。「運用基準」は再度修正する予定である。 
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③ハーバーの浄化（アマモなどの研究） 
海をきれいにするための活動をクラブで継続的に実施したいとの提案が理事長からなされ、先般山

崎理事が県庁の水産資源室に出向き「アマモによる海水の浄化」の可能性を聴いたことの報告が

なされた。アマモに関しては実験的に育つかどうか確かめることにするが、皆の意識を高めるため

にも、県庁の担当者に来てもらい「講演会」を実施しようということが決まった。 
以上 

 



 
メンバーの阿部喜兵衛様（艇名：波羅蜜多）より、クルージングによせて記事を頂きましたので掲載い
たします。海外でのさまざまな体験談、少しですが紹介します。 
 
「ヨットでのクルージング～バヌアツからの帰路報告」 

 

一昨年になりますが、自艇（ヨット）でフィジーと

ニューカレドニアの間の小さな島国バヌアツ共和

国へ半年かけて行きました。陸上保管してありま

したが、昨年８月に空路でバヌアツへ行き、ソロ

モン、トラック、サイパン、父島を経由して津に帰

港することが出来ました。出港準備に一ヶ月弱か

かり、９月始めに出ることが出来ました。（バヌア

ツのポートビラより） 

私を含めて２人で航海してきたのですが、人間

関係も上手くいき、その意味では快適な航海でし

た。食事は２、３日おきに流し釣りにかかるカツオ

やシイラを食べながら、毎日１人１日１個のニン

ニクとジャガイモ、コーン、玉葱、ボンカレー等で

すませておりました。 

航海中は色々なトラブルが発生しました。バッテリーがへたり、その事でレーダー、ＧＰＳ、オートパイ

ロットが時々動かなかったり、沖でエンジンがストップしたり、マストをささえるワイヤーの１本が切れてし

まったり他あらゆる故障を何とかしのいで、津に１０月末に入港しました。 

帰路は帰国するだけを目的にしたので気持ちとして楽でした。しかしながら、２ヶ月の航海中に夜、キ

ャビンの中で寝たのは八丈島近くからの２晩だけで、あとはコクピットで仮眠していました。赤道を越え

てからの積乱雲帯では急に吹く強風に悩まされましたが、天気の良い日には太陽が沈む直前にグリー

ンエメラルド色の輝きも見ることが出来ました。 

空路で一時帰国した時には、向こうで艇を売却することも考えたのですが、家族の気持ちに支えられ

て自艇を持って帰ることが出来て今は安堵の気持ちで一杯です。 

 

 

給油価格表 
ガソリンの価格が目まぐるしく変化しています。ハーバーでは、ガソリンスタンドの価格変動に伴い、月

一回価格の見直しをさせていただいております。現在の価格は以下の表。（平成 22 年 3 月 2 日現在） 

  会員価格 ビジター価格 

 給油 油庫渡し 給油 油庫渡し 

免 税 軽 油 105 円 95 円 115 円 105 円 

軽 油 140 円 130 円 150 円 140 円 

ガ ソ リ ン 160 円 150 円 170 円 160 円 

混 合 ガ ソ リ ン 190 円 180 円 200 円 190 円 
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大変な苦労をされ、津へそして志摩ヨットハーバーへ帰ってこられたようです。ロングクルージングや海

外へのクルージングをお考えの方、ぜひとも十分な体制でお出かけ下さい。また、メンバーの方々間の

情報交換や体験談も非常に重要なツールの一つですね。 

最近に限らず、過去のクルージングでも結構ですので、クラブレターへの投稿お待ちいたしております。 



 

国際 VHF 無線機を斡旋します （３月中に申し込んでください） 
 
２００９年１０月法改正が行われ、国際 VHFが安価で便利に使用できるようになりました。 
まだ、免許はハンディタイプのもので第三級海上特殊無線技士は必要です。下記の条件で斡旋します。 
 
アイコムM36Jポータブル  
斡旋価格：１６，８００円 （定価２１，０００円） 
（開局申請費用：７，１００円 定期検査不要、 

据え置き型に関しては個別対応します） 
 
今回、志摩 YH としてはハンディ型を斡旋 
しようと考えています。 
カタログがフロントにあります。 
 
《免許取得に関して》 
ハンディは三級以上、据え置きは二級以上が必要です。 
今年度の試験日程は２月１５日段階で未だ発表されていま

せんが、例年だと申し込みが４月頭から２０日頃まで、試験

実施が６月頭ごろです。ちなみに毎年試験月に合わせて

「養成講座」が行われています。 
 
但し、第三級は講習を受けるまでのことは無く、自習で過去問を数回分やれば確実に受かると思えま

す。第三級海上特殊無線技士のテキストはフロントにありますので、過去問（インターネット）をして、不

十分な点があったら、参照していただけると考えます。 
詳細はハーバーでお問い合わせ下さい。 
 

ゴールデン・クラウンでパーティーを 
 
ゴールデン・クラウン号を会合・パーティなどに使用する際のルールを作りました。 
基本は、紳士淑女的に使用することに尽きますのでよろしくお願いいたします。 

 
ゴールデン・クラウン号 会場として使用の際の運用基準 

 
２０１０年３月６日 

㈱志摩ヨットハーバー 
 
これは、ゴールデン・クラウン号（以下クラウン号）の、会場として賃貸する際の運用基準である。当面以下の

基準で運用するが、情況に応じ改訂していくものとする。 
 
１． 湾内クルーズや運航に使用する際の基準は別に定める。 
２． 使用は、桟橋に係留した状態で行う。 
３． セルフサービスを基本とする。 
４． 使用する場合は、VOC正会員が申し込むこと。事故に関する責任もその会員が負う。 
５． クラウン号内での宿泊は不可とする。 
６． 氷は事前に購入しておくこと。 
７． 料金は無料とするが、片付け清掃などは使用者がし、申込人が責任をもって管理する。 
８． 使用は、24:00を超えないようにする。 
９． 会社がクラウン号を主体的に営業活動として使用する場合もあるが、それに対して会員は異議を挟まないこと。 
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前回試験の例 
第二級：講習２日間、費用４５，０００円（JSAF） 
第三級：講習１日間、費用２３，０００円（舵主催） 
 

・マリン用無線機としてアイコムが先陣を

切って開発した、水に浮く無線機。万一、

海に落としても浮きます。 
・水面下 1mで 30分水中に没しても内部
に水が入りません。 
・BTL回路の採用により大音量 700mW
（typ）を実現。エンジンなど、騒がしい船
上でも受信音声が聞き取りやすくなって

います。 
詳細は icom ＨＰでご確認下さい。 



 

津波襲来！！ 
 
先日２月２８日、２月の月末にしては暖かな日でした。 

前日に発生したチリでの地震により、午前９時３０分頃、各地に大津波警報、及び津波警報などが発令

され、三重県南部にも津波警報が発令されました。 

チリからの津波といえばこの地方にも被害をもたらした５０年前のチリ津波が思い出されます。 

（・・・といっても実際に経験したのはハーバースタッフでも２・３人ですが・・・） 

当時から漁業従事者が多かったため、その時も筏が流されたりと被害が大きく、今回はそれをふまえ

町でも最大の対策がとられました。 

 

ハーバーでも当日は日曜ということ

もあり何名かメンバーの方もみえて

避難方々、クラブハウステラス 

より津波を見ていました。 

  

第１波予想時刻になっても津波の気

配はなくそれぞれ自宅や仕事へと戻

っていかれましたが夕方４時頃波が 

引き、じわじわと海面が上がってきました。 

 

夕方５時３０分頃、ハーバーで観測された中で 

一番大きな津波がやってきました。すっと波が引いたかと思えば、見る間

に海面が上昇しプロムナードデッキが海中へ。 

  

その後、津波の高さを測ると通常時より１ｍ４０ｃｍの上昇。湾内に入ると津波も違った動きをするという

のは正にです。 

  

大きな被害もなく、スタッフ一同胸をなで下ろしましたが、改めて津波の怖さを実感しました。 

今回の津波による教訓は「津波は繰り返し襲ってくるので、警報解除があるまでは海岸に近づかない」 

津波予想時刻が過ぎたから安心というわけではないので、もし警報や注意報が出た場合は必ずスタッ

フの指示に従って下さい。何かあってからでは遅いのです。何もなくてよかったと言える様、まだ大丈夫

とは思わず、用心しすぎるぐらいがちょうど良いのかもしれません。 

 また、今回問題に思ったのが町の防災無線がまったくといっていいほど聞こえなかったこと。 

普段は静かなハーバーでも良いのですが、こういった緊急事態のときは情報が全くないというのが一番

心配されることです。今後この点を改善すべく働きかけていかなければなりません。メンバー、クルー、

ゲストの皆様も、この機会にヨットでの災害時の行動について一度話し合ってみてください。 
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【津波発生中】 

【津波発生後】 




